
Information

学
校
給
食
調
理
員
（
嘱
託

職
員
）
を
募
集

●
募
集
人
数
＝
若
干
名

●
雇
用
期
間
＝
平
成
25
年
１
月
１

日
（
火
）
〜
３
月
31
日
（
日
）

●
勤
務
場
所
＝
市
内
学
校
給
食
調

理
場

●
勤
務
時
間
＝
８
時
〜
16
時
30
分

●
業
務
内
容

①
学
校
給
食
調
理
業
務

②
学
校
給
食
調
理
兼
配
送
業
務

　
（
普
通
免
許
が
必
要
）

●
賃
金

①
学
校
給
食
調
理
業
務

　
　

＝
月
額
１
４
０
，
０
０
０
円

②
学
校
給
食
調
理
兼
配
送
業
務

　
　

＝
月
額
１
５
４
，
７
０
０
円

※
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に
加
入

●
応
募
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書
に

写
真
を
貼
り
付
け
て
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
持
参

又
は
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
12
月
14
日
（
金
）

※
17
時
必
着

●
面
接
日
＝
12
月
17
日
（
月
）

問
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
４
６

　

鹿
屋
市
横
山
町
１
６
６
３
番
地

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

９
９
３
０

「
ば
ら
い
っ
ぱ
い
ま
ち
づ
く

り
支
援
事
業
」
の
参
加
団

体
を
募
集

　

ば
ら
を
身
近
に
親
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、
地
域
住
民
、
企
業
、
学

校
等
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
地
域

の
花
壇
な
ど
で
、
ば
ら
の
植
栽
や

管
理
を
行
う
「
ば
ら
い
っ
ぱ
い
ま

ち
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
一
体
と
な
っ
て
、
ば
ら
の

植
栽
、
管
理
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

●
応
募
資
格
＝
次
の
す
べ
て
の
条

件
に
該
当
す
る
こ
と

○
町
内
会
、
商
工
会
、
学
校
又
は

企
業
団
体
な
ど
グ
ル
ー
プ
で
活

動
で
き
る
団
体

○
公
共
性
を
有
す
る
場
所
に
植
栽

が
で
き
る
こ
と
。

○
ば
ら
の
植
栽
や
定
期
的
な
剪

定
、
除
草
作
業
な
ど
の
管
理
作

業
が
可
能
な
こ
と
。

●
支
援
内
容
＝
ば
ら
苗
や
２
年
間

の
肥
料
の
提
供
、
植
栽
や
肥
培

管
理
の
技
術
指
導

※
ば
ら
の
植
栽
は
、
１
月
下
旬
〜

２
月
上
旬
に
行
う
予
定

●
応
募
期
限
＝
12
月
28
日
（
金
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
申
請

問
ば
ら
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

計
画
推
進
委
員
会

　
（
市
商
工
観
光
課
内
・
２
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
１

職
業
訓
練
「
パ
ソ
コ
ン
・

実
務
科
⑲
」
の
訓
練
生
を

募
集

●
期
間
＝
平
成
25
年
２
月
１
日

（
金
）
〜
４
月
30
日
（
火
）

●
訓
練
会
場
＝
鹿
屋
ビ
ジ
ネ
ス
専

門
学
校

●
対
象
者
＝
再
就
職
を
目
指
す
人

●
内
容
＝
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
基
本
操
作
か
ら
職
場

で
の
活
用
ス
キ
ル
を
習
得
す
る

と
と
も
に
、
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
の

資
格
取
得
対
策
、
ま
た
、
自
己

分
析
、
履
歴
書
作
成
な
ど
の
就

職
支
援
も
実
施

●
受
講
料
＝
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
９
，
５
７
５
円
が

必
要

●
定
員
＝
24
人

●
応
募
期
間
＝
12
月
７
日
（
金
）

〜
平
成
25
年
１
月
９
日
（
水
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

４
１
３
５

●資金の種類と貸付限度額
①修学資金
　内　　　容＝ 修学に必要な授業料、教材費、寮費、

通学費などに充てる費用
　貸付限度額＝ 18,000 円～ 64,000 円（月額）
②就学支度資金
　内　　　容＝ 入学時に必要な入学金などに充てる

費用
　貸付限度額＝ 39,500 円～ 590,000 円
※ 学校の種類、公・私立の別、自宅・自宅外通学の
別により貸付限度額が異なります。 
※借入申込から振込までは、１～２か月かかります。

問市子育て支援課（１階⑱番窓口）　 ☎0994-31-1134

　県では、母子・寡婦家庭のお子さんの高校、大学、短大、専修学校などへの進学に必要な費用について、
無利子で貸付を行っています。

●返済期間
　学校を卒業した６か月後から返済開始
①修   学  資   金＝ 貸付を受けた期間の３倍以内（専

修学校一般課程の場合は５年以内）
②就学支度資金＝ ７年以内（専修学校一般課程及び

修業施設の場合は５年以内）
※対象者や申請要件など詳しくは、お問い合わせく
　ださい。

母子寡婦福祉資金の貸付を行っています
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